
 令和２年１１月１１日 

玉川総合支所街づくり課 

 

東京都市計画地区計画の変更について（上用賀一丁目地区） 

 

１ 主旨 

平成１５年３月末に、上用賀一丁目地内に存する都立用賀技能開発学院が閉院された

ことを機に、平成１６年１月、周辺の大規模用地を含めた約８．４ｈａの区域に「上用賀

一丁目地区地区計画」を策定している。 

平成２４年９月、区域内の大規模用地である国立医薬品食品衛生研究所（以下、「国衛

研」）の川崎市への移転（平成３１年１月移転完了）公表を契機として、上用賀一丁目ま

ちづくり協議会（以下、「まちづくり協議会」）の中で、上用賀一丁目地区全体の街づくり

ルールの検討が行われ、平成３０年７月に、まちづくり協議会より地区街づくり計画の

原案となる街づくり提案（追加）が区に提出されたことを受け、区では区民意見等を踏ま

えながら検討を進めてきた。 

このたび、都市計画審議会から答申を受け、都市計画を変更し、併せて地区街づくり計

画を同内容で変更するため報告する。 

 

 

２ これまでの経緯 

  平成１５年 ３月 都立用賀技能開発学院が閉院  

平成１６年 １月 上用賀一丁目地区地区計画 都市計画決定・告示（現Ａ地区） 

平成１７年 ６月 上用賀一丁目街づくり協議会設立 

１１月 上用賀一丁目街づくり協議会より、街づくり提案の提出 

平成１８年１１月 上用賀一丁目地区地区計画 都市計画変更・告示（現Ｂ・Ｃ地区） 

平成２０年 ５月 上用賀一丁目街づくり協議会から、まちづくり協議会に改名 

平成２４年 ９月 国衛研が川崎市へ移転公表（平成３１年１月移転完了） 

平成２５年 ９月 まちづくり協議会が上用賀一丁目地区全体の街づくりについて、 

検討開始 

平成３０年 ７月 まちづくり協議会より、街づくり提案（追加）の提出 

  令和 元年 ８月 意見交換会の開催（地区計画等変更（たたき台）について） 

       １１月 都市整備常任委員会（素案の報告） 
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環八 

地区計画変更予定区域（上用賀一丁目地区） 

 
※西側斜線の住宅地区が区域の拡大部分 
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       １２月 地区計画変更（素案）説明会開催 

  令和 ２年 ２月 都市計画審議会（１６条予告） 

           都市計画法第１６条による地区計画変更（原案）の公告・縦覧 

           及び説明会開催 

        ６月 都市計画審議会（１６条報告・１７条予告） 

        ７月 都市整備常任委員会（案の報告） 

 ８月 都市計画法第１７条による地区計画変更（案）の公告・縦覧 

     世田谷区街づくり条例第１４条による地区街づくり計画変更(案)

の公告・縦覧 

１０月 都市計画審議会（諮問） 

 

３ 地区計画変更（案）の概要 

（１）名称 上用賀一丁目地区地区計画 

（２）位置 世田谷区上用賀一丁目、上用賀二丁目、上用賀三丁目及び上用賀四丁目 

各地内   

 （３）面積 約１８．３ｈａ 

 （４）地区計画の目標 

  良好な住環境と調和した適切な土地利用転換の誘導を図りながら、広域避難場所 

としての機能の維持・向上と快適な市街地環境の形成を図る。 

 （５）地区整備計画（変更部分） 

    ①対象区域の拡大、再編（住宅地区を追加、現ＡＢＣ地区を広域避難場所地区と 

して再編） 

②地区施設の追加（道路、公園、広場等を追加） 

③用途の制限の見直し（広域避難場所地区に対して、戸建住宅等の建築を制限） 

④建ぺい率の制限を追加（広域避難場所地区のみ） 

⑤緑化の誘導 

 

４ 地区計画変更（案）及び地区街づくり計画変更（案）に対する縦覧・意見書について 

（１）縦覧期間    令和２年８月３日～令和２年８月１７日 

 （２）意見書提出期間 令和２年８月３日～令和２年８月１７日 

 （３）意見書提出数  ２通（２名） 

（４）主な意見 

   ・地区計画及び地区街づくり計画の案に関する意見 

国衛研跡地にある現状の桜並木を残すため、歩道状空地１号の位置まで広場

３号を拡張すること、又は緑地２号を歩道状空地１号の内側まで延長すること

を要望する。 

・その他の意見 

歩道状空地１号内に桜の木々を残し、桜のある歩道にして欲しい。 

 

５ 今後のスケジュール（予定） 

令和２年１２月 都市計画及び地区街づくり計画変更決定・告示 
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意見書の要旨 

 

東京都市計画地区計画上用賀一丁目地区地区計画及び上用賀一丁目地区地区街づくり計

画の変更に係る案を、令和２年８月３日から令和２年８月１７日まで２週間公衆の縦覧に

供し、都市計画法第１７条第２項及び世田谷区街づくり条例第１４条第２項の規定により、

同２週間意見書の受付を行ったところ、２通（２名）の提出があった。その意見書の要旨

は次のとおりである。 

 

名称 主な意見書の要旨 世田谷区の見解 

東
京
都
市
計
画
地
区
計
画
上
用
賀
一
丁
目
地
区
地
区
計
画 

及
び
上
用
賀
一
丁
目
地
区
地
区
街
づ
く
り
計
画 

１．地区計画及び地区街づくり計画の

案に関する意見 

国立医薬品食品衛生研究所（以下、

「国衛研」）跡地にある現状の桜並木

を残すため、歩道状空地１号の位置ま

で広場３号を拡張すること、又は緑地

２号を歩道状空地１号の内側まで延

長することを要望する。 

 

２．その他の意見 

歩道状空地１号内に桜の木々を残

し、桜のある歩道にして欲しい。 

 

１．２．国衛研跡地は、今後建物解体及

び土壌汚染対策工事を行い、更地にし

て財務省に返還すると説明を受けて

おります。 

  区では、地元協議会からの要望や本

地区計画など、区における既存樹木の

保全の方針を踏まえ、一昨年度、国衛

研に対し樹木の保全のお願いを行っ

ております。 

その結果、土壌汚染及び解体工事の

実施に支障又は安全上の問題が生じ

る箇所を除き、協議会から保存要望の

あった緑地１号付近の樹木は残置す

ると聞き及んでいるところです。 

なお、ご意見のありました歩道状空

地１号付近の桜につきましては、当該

箇所の埋設配管の撤去において支障

になること、また、枝枯れが生じてい

る桜が相当本数確認されており、安全

面での問題があることから、残念なが

ら伐採せざるを得ないとの結論に至

ったとのことです。 

歩道状空地や広場等、地区施設の整

備に関しましては、財務省への返還後

に想定される土地利用転換の状況を

適切に把握し、地区計画等に基づき、

新たなみどりの創出や安全で快適な

歩行者ネットワークの形成が図られ

るよう誘導してまいります。 
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